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1900年代台湾農政への熊本農業学校の関与
Participation of Kumamoto Agricultural School in Taiwan in the 1900s
































札幌農学校(北海道大学の前身)が技術導入の中心 となった。 しかし日本の気候風土に適合 しな
い技術の直輸入は成功せず、1880年代から日本在来技術の見直しが行われた。家畜を利用 しなが
ら日本にあった小規模農具を利用 した深耕 ・水田の乾田(稲 を植えない時は水を抜いて畑地化す



























本の農政家が台湾で推 し進めた農法は、アメ リカとは違 う農法であった。優秀な技術者であるな
らば卒業後 も最新知識の勉強は怠 らないだろうけれど、例えば柳本通義(札 幌農学校第1期生、
台湾総督府殖産局技師)の ような士族出身で札幌で始めて農学を学んだ者が現場でどれだけ指導
できたのであろうか3。彼 らに補助者がいたとしたら、それはどのような人々であったろうか。













校(今 の県立熊本農業高校)出 身者であったという話である。南園会(熊 本農業学校 ・県立熊本
農業高校の同窓会)で の調査によれば、植民地期50年間を通 して(台湾人で熊本農業学校に学び
に来た者を含め)180人以上が、台湾の農業関係で働いていたことが明 らかになっている。具体


















した者として、第1期 では林田重雄(台 湾基隆庁技手)・浦上義業(台 湾恒春種畜場)・合志茂市
(南投庁)・広石盛平(南 投庁)、第2期 では斉藤忠雄(営 林局)・小山勝(台 中州勧業課)・井芹
豊記(桃 園庁農務課)・奥田竜夫(東 洋製糖)、第3期では徳田善平(殖 産局糖務課)・藤上利徳
(総督府農事試験場)、第4期では猿渡城人(日 本人農業移民事業)・大林米太郎(台 北州勧業課)
の名と勤務先(後年のものを含む)を挙げている。表1は 、島田の整理による、第1～36期(19
03年卒業～1938年卒業)卒 業生が、台湾で何人 ・どのような方面で活動 したかの表である。
上記 「無弦琴」の記事に戻ろう。『旧植民地人事総覧 台湾編2』6から、明らかに農業部門だ
とわかる部署での1911年5月1日現在の技手を確認すると、
殖産局農務課 技手 専任3人 ・兼任2人 うち熊本農業学校出身者は専任1人
臨時台湾糖務局糖務課 技手 専任11人・兼任1人 うち熊本農業学校出身者は専任1人
臨時台湾糖務局糖業試験場 技手 専任9人 うち熊本農業学校出身者は専任2人





は例えば、呉永華 『被遺忘的日籍台湾植物学者』7が詳 しい。 日本敗戦後は熊本に引き揚げ、同県
5.『南園 創立六十周年記念号』熊本県立熊本農業高等学校、1959年2月11日発行、238～246頁。
6.日本図書センター、1997年2月25日。




関が存在 しただけであったのに対 し、1899年の農業学校規程制定を画期 として1900年代は各県毎
に農業学校や農林学校 と称する県立の中等農業教育機関(甲種農学校 と称せられた)が設けられ
た。これに先立ち東京帝国大学農科大学(元 の駒場農学校)に も実科 と称する中等農業教育課程
が付設された。札幌農学校にも農芸伝習科等の中等農業教育課程があった。高等農業教育機関も、
1902年に盛岡高等農林学校(現 、岩手大学)が 設置された。熊本農業学校 もこの流れの中で、熊
本県初の農業学校として設置された。 これら新増設された農業教育機関、特に中等農業教育機関




の三技師が本島に奉職することになったので、三氏に依て、夫れ ゞれ本島産業上に貢献 しっ ゝ
あるのである
すなわち、札幌農学校から熊本農業学校の教員となった川上(滝 弥:18期生)、吉田(碩造:
18期生)、長崎(常:8期 生)の3人 が、台湾総督府の農政に従事 したので、彼らの引きで熊本
農業学校出身者 も台湾農政に携わることとなったという話である。ついでながら、熊本農業学校
の初代校長であった河村九淵も札幌農学校出身者(4期 生)で あった。「無弦琴」 は長崎と記 し
ているが、長崎は熊本農業学校刊行物を見る限り、同校教員になったことはない。井街(顕:19
期生)の 誤 りであると思われる。どちらに しても教員3人が札幌農学校→熊本農業学校→台湾総
督府殖産局という経路を通ったことに相違ない。まもなく石田昌人(1897年に農芸伝習科卒)も
同 じ経路を辿 って台湾へ赴任 した。






表1南 園会員(熊 本農業学校卒業者)卒 業回次別台湾に於ける活動
一切の事を記述せる大冊)を 台湾総督府殖産局へ送つて 『此様な卒業生が出たが、使つて下
さらぬか』と交渉 した処、折返へし電報を以て 『採用する直に赴任せしめよ』 と申込んで来
た。其他卒業論文を送つて落第 した例は一 もないのである。(22頁)




校長以下に札幌農学校出身者がおり、卒業生 も札幌農学校→熊本農業学校→台湾 と赴任 した教員
を追 って、台湾へと赴任するものが存在 した。では、その教育はどのようなものであったろうか。
札幌農学校と似たものもしくはその簡易版であったのだろうか。
「熊農百年史』9は118～122頁に、第1期 生であった手島新十郎 「在学当時の思い出」を掲載 し
ている。原載 は 『南園』(第45号・改築落成並創立四十周年記念号)で ある(未見)。そこには次
のような文章が見える。
◇… しか し何分創立忽々のこととて、最初はすべての点に不備の点が勘 くなかつた。設備
はもとより実習地のごときも民問から買上けたそのま 、ゝまつ耕地整理から手を着けねばな
らず、ただ際立つて人目を惹いたのは二頭曳の洋式プラオや畜力応用のデスクハーロー、ま







農法の農機具を、熊本農業学校初代校長 として徳久熊本県知事(当 時)か ら呼ばれたのを好機 と
して、耕地整理に先立 って学校に揃えたのである。河村は熊本に呼ばれるまで香川県立高松中学
校長を しており、徳久知事 も前任が香川県知事で懇意だった。大農法の農機具は1900年代の熊本
の農民を驚かせるに足 るものであった。 しかしながら、手島は続いて以下のように記 している。
9.熊本県立熊本農業学校創立百周年記念事業会編、1998年12月1日。









で、谷勘吉 といふ先生を引張つて来 られた。そして犂は純 日本式の持立犂、 これはプラオと
違つて犂が安定せず、手加減一つで上、下、深、浅どうでもなるといふ、極めてデ リーケー
トな犂であつたため、狭い田地などに極めて調法なものであつたものの、さてこれが上達は




































め、 日本でも有力な農業学校であったが、それに先ん じていたとの自負である。その後 も 「祝辞」
は、「実習の採点法」「実習奨励法」「本校独特の農産品評会」「立毛鑑定会」「出水村の農業家 と
の競作会」「県農会の疏菜品評会に於ける生徒の活躍」「附近農業家の指導」「下肥溜品評会」「生







問々東京附近、朝鮮、台湾等へ旅行 して調査に従事 したものもあつた。其調査 した事柄を基
礎として卒業論文を出させることに規定 しておいたので、生徒は調査の一事には随分骨が折
れたのである、併 し夫れ丈為になつたと思ふ。(21頁)


























札幌農学校の教育とは全 く異なる実習主義、即戦力主義に立 っていた。そしてアメ リカ式大農法






























卒論を見出すことができる。 しかしながら彼 らの卒論(「無弦琴」での登場順)は 、
小川運平(第16期:1898年7月 卒:農 業経済学)北 海道農村ノ経済的現況(当 別村調査)
長崎常(第8期:1889年7月 卒)殖 民外論
芳賀鍬五郎(第20期:1903年6月卒:農 学甲科)瓜 畦薯の各位置に於ける芽 と生産 との関係
川上滝弥(第18期:1900年7月 卒:植 物病理学)稲 ノいもち病二就テノ研究




井街顕(第19期:1901年7月 卒:農 学甲科)石 豆ニ関スル研究
吉田碩造(第18期:1900年7月 卒:農 芸化学)革 菓酒醸造試験成績
素木得一(第23期:1906年7月 卒:農 用動物学)本 邦ニ於ケル率樹害虫二就テ
である。甘薯の研究はな く、稲の研究 も川上のみ、川上 もいもち病研究であって、稲作農業の実
地指導をきちん と学んでいるとは思えない。 このような人々、(台湾には行 ってないが、同時期
の卒業生であった)上記の遠藤が言 う 「実際の農業を知 らない」人々を支える存在 として、熊本
農業学校の卒業生のような人々がいたのではなかろうか。
本論は、熊本農業学校 と1900年代台湾との関係について初歩的に分析 したものである。熊本農
業学校には同窓会誌 『南園』があり、 目次のバックナンバーを見 ると台湾からの通信記事 も散見








を分析 している。 この研究を送 り出した側から見るとどうなるか。そして後の各時期毎にそれぞ
れどのような中級技術者が台湾にどのように集まったかを考えるのは興味深い。
11.老川慶喜 ・須永徳武 ・谷ヶ城秀吉 ・立教大学経済学部編 『植民地台湾の経済と社会」、2011年9月15日、
日本経済評論社、61-96頁。
